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1. はじめに 
1学年の学生数が40名から2倍の80名となり、平成

27 年度は授業や実習を行うための教室が不足すること

が予想された。その中で、情報処理演習室は1週間に2

日、4コマしか使われないため稼働率が良いとは言えな

い。そのため、演習室を他の部屋へ転用することにな

った。これが実現できた理由は、基礎情報処理の演習

用 PC として Chrome book を導入したためである。

Chrome bookは2011年に発売され、海外ではパーソナ

ル利用のみならず教育分野でも導入されている機種で

ある。採用となった決定的な理由は Office アプリが無

料であるため、導入時と運用費用が安いことである。

しかも、バッテリーの駆動時間が約10時間以上である

ため、普通教室に電源設備の追加工事が不要である。 

平成 27年の 7～8月にChrome bookの設定を行ない

ながら、演習授業の一連のシミュレーションを行った。

試行錯誤の結果、運用管理を容易にする方法が分かっ

た。実際の演習は、9～10月の月・木曜日の週2回のペ

ースである。情報科学を受講する学生は、1 クラス約

35名の 2クラスであった。ところが、実際に授業が始

まると事前シミュレーションでは気がつかなかった予

想外の問題が発生した。軌道修正を行いつつ、演習を

進めた。 

本稿は、1年間Chrome bookを運用した経験から、そ

の特徴を生かした情報処理演習の運用事例を報告する。 
 

2. Chrome bookの特徴 
今回採用したChrome bookは、ASUS社製のC300MA

である。主なスペックを次に述べる。画面サイズがノ

ングレア仕様の13.3型ワイド液晶（1536×864ドット）

である。情報処理室のような照明になっていない普通

教室でも映り込みが少ないため、画面が見やすい。約

10 時間と長時間稼働な内臓バッテリーのおかげで、特

別な電源設備のない普通教室でも利用可能である。本

体のサイズは 329（幅）×20.3（高さ）×230（奥行）

であるが、重量は約1.4kgと薄型で大きさの割には軽量

である。 

ASUS C300MA の CPUは Intel社製のデュアルコア

「Celeron N2830」が採用されている。メインメモリー

は 2GBのDDR3Lである。ハードディスクの替わりに

16GBの eMMC（embedded Multi Media Card）が実装し

てある。eMMCはSSDより安価であるが、SSDよりア

クセスが遅いと言われている。しかし、実際に使用し

た感想はハードディスクより早く、何ら問題はなかっ

た。 

これまでのパソコンと大きく異なる点は、オペレー

ティングシステムである基本ソフトにGoogleが自社開

発したChrome OS が搭載されていることである。この

OSはWindows系PCには標準では付いていないセキュ

リティー対策機能があらかじめ組み込まれている。

Chrome bookは自動アップデート機能があり、利用者は

更新を意識する必要がない。常に最新の基本ソフトウ

ェアとセキュリティー対策機能が自動更新される。従

来のWindows系パソコンでは、セキュリティーソフト

の購入を必要としたが、その手間と費用が不要になる。 

基本ソフトであるChrome OSはLinux系であり、非

常に安定している。平成27年度の演習中に起動障害や

フリーズなどOSが起因するトラブルは1度も発生しな

かった。ただ、何らかの作業をするためには、基本的

には Google Chromeブラウザを起動した上でのオンラ

インアプリしかない。そのため常にネットワークにつ

ながっていないと作業ができないことが、唯一の制限

である。作成されたファイルはクラウドストレージへ

自動保存されるので、ファイルを紛失する心配はない。

しかし、保存や読み書きにネットワークアクセスがネ

ックとなり、やや時間がかかる事がある。情報処理の

演習では全てのChrome bookが無線LANのアクセスポ

イントと頻繁にアクセスするため、APの余裕がなくな

る現象が発生すると作業中にネットワーク接続が切れ

てしまうトラブルが発生した。 

Chrome bookは起動にかかる時間は長くても 10秒程

度でスタンバイ状態になる。また、電源スイッチを押

さなくても画面を開くだけで自動的に電源が入る。た

だ、学生が面倒がるのは、毎回ログインしなければな

らないことである。時には毎回のパスワード入力がわ

ずらわしく感じるようである。また、終了はメニュー

のOFFアイコンから終了操作を行なうのが基本である。

しかし、最も簡単な終了方法は電源スイッチの長押し

である。電源スイッチの長押しでログアウト後に電源

が切れる。 
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図１で示した様に、キーボードにファンクションキ

ーの表示がないため、操作に慣れるまでは使いにくさ

を感じた。さらに「Back space」キーしかないのは、

Windows系PCになれた学生にとっては、不便なようで

ある。 

 

3. Chrome bookの運用 
本体は 1台当たり約 1.4kgと軽量であるが、40台と

もなると合計が56kgと結構な重量となる。Chrome book

の常置場所から教室までは、図２のような保管カート

に入れたまま教室まで移動する。ただ、合計重量が80kg

以上あり、重いカートを取り回すには慣れが必要であ

る。保管カートには給電をコントロールする機能があ

る。Chrome bookの保管中に自動で数台ずつが充電され

るようになっている。全ての充電が完了するのに一晩

を要する。実際の運用では、90分授業を 2コマ連続で

使用したが、途中でバッテリー切れになるようなこと

はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な方法を試行錯誤した結果、あまりお薦めでき

る方法ではないが、次の方法に落ち着いた。現在運用

している方法はChrome bookの教員 IDと1クラス全員

分の IDを同じにする方法である。この方法のメリット

はGoogle DriveとOne Driveが、教員と学生間で共有化

される。クラウドファイルを通じて教材の配布や提出

物の回収が容易になるため授業運用が楽になった。 

さらに、起動時に学生の Chrome bookが自動的に初

期化され、運用管理が非常に楽である。Office系オンラ

インアプリを使いやすくするため、あらかじめ教員用

の Chrome bookにブックマークの登録やショートカッ

トを登録する。学生用のChrome bookを教員と同じ ID

でログオンすれば、教員用の Chrome bookに設定した

ブックマークとショートカットが自動的に学生用の

Chrome bookへコピーされる。また、学生が演習中に意

図しないブックマークを変更する操作をしたり、誤っ

てショートカットを消しても、次回のログオン時には

教員のChrome bookと同じ状態へ自動同期する。 

教材データは、Google Driveを利用している。また、

学生のファイルの保存や読み込み先は、One Driveを利

用している。どちらも無料のクラウドサービスである。

これまではUSBメモリーを介して学生とやり取りをし

ていた。USB メモリーによる学生との提出ファイルの

やり取りする作業は、回収と返却に手間がかかる。こ

れまでは学生に複数個のUSBメモリーを持たせていた

のが、今回からそれが不要になった。これで学生も教

員も煩わしい作業から解放されたことになる。また、

クラウド側がのアクセスが良いため、1クラスの学生が

同時アクセスしてもレスポンスの低下は、ほとんど感

じられなかった。また、Windows PCからでもOneDrive

にアクセスすることができるため、データの回収は教

員用のノートPCで行なっている。 

 

4. まとめ 
平成27年9～10月に、1日に2クラス、月・木曜日

の週に2回のペースでChrome bookを使った情報処理

の演習を行なった。Office Onlineは機能制限があるも

のの、情報基礎レベルであれば最低限の演習は可能で

あった。ただ、強固な無線LANのネットワーク環境が

必要である。十分なパフォーマンスが得られるならば

Chrome bookでも情報処理演習を行なうことは可能で

ある。ただし、Office Onlineはパーソナル用の簡易な

Officeアプリであるという認識が必要である。現時点で

は、詳細な設定機能が不足している。したがって、ワ

ープロ検定や表計算検定などの技能試験の受験をする

ことはできない。現時点での結論としては、Chrome 

bookは何ができて、何ができないのかを充分に理解し

たうえで運用するのならば、コストパフォーマンスに

優れた情報機器であると評価できる。また、情報処理

演習室の教室 1 つ分が通常の講義室に使えるメリット

は大きい。 
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図１ Chromebookキーボード 

図２ Chromebook保管カート 
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